
- 61 - 

７．パブリックコメントの実施 

  令和４年１月21日～２月３日 

 

８．用語の注釈 

※1 PPP パブリック・プライベート・パートナーシップ。公民が連携し

て公共サービスの提供を行うスキームのこと 

※2 PFI プライベート・ファイナンス・イニシアティブ。公共施設等の

設計、建設、維持管理及び運営に、民間の資金とノウハウを活

用し、公共サービスの提供を民間主導で行うことで、効率的か

つ効果的な公共サービスの提供を図るという考え方 

※3 SDGs 持続可能な開発目標のこと。SDGsは2015年９月の国連サミット

で採択されたもので、国連加盟193か国が2016年から2030年の15

年間で達成するために掲げた目標のこと 

※4 ワーケーション 「Work（ワーク）」と「Vacation（バケーション）」の造語で

あり、リゾート地や地方等の普段の職場とは異なる場所で働き

ながら休暇取得等を行う仕組み。 テレワークと心身の健康・生

産性を両立できる働き方として注目されている 

※5 オフグリッド 送配電事業者の送電網につながっていない状態、あるいは送配

電事業者に頼らずとも電力を自給自足している状態のこと 

※6 マイクログリッ

ド 

大規模発電所の電力供給に頼らず、コミュニティでエネルギー

供給源と消費施設を持ち地産地消を目指す、小規模なエネルギ

ーネットワークのこと 

※7 PFS ペイ・フォア・サクセス。行政課題の解決に対応した成果指標

を設定し、成果指標値の改善状況に連動して委託費等を支払う

ことにより、より高い成果の創出に向けたインセンティブを民

間事業者に強く働かせることが可能となる、新たな官民連携の

手法である成果連動型民間委託契約方式 

※8 SIB ソーシャル・インパクト・ボンド。民間資金を活用して革新的

な社会課題解決型の事業を実施し、その事業成果（社会的コス

トの効率化部分）を支払の原資とすることを目指すもの。PFSの

一種 

※9 ESG 環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス

（Governance）の頭文字を取って作られた言葉 

※10 DX デジタル・トランスフォーメーション。デジタル技術を浸透さ

せることで人々の生活をより良いものへと変革すること。既存

の価値観や枠組みを根底から覆すような革新的なイノベーショ

ンをもたらすもの 

※11 リカレント教育 働き始めた後も就労と教育を交互に繰り返すこと。学びなおし

などとも言われる 

※12 STEAM教育 Science、Technology、Engineering、Arts、Mathematics等の各

教科での学習を実社会での課題解決に生かしていくための教科

横断的な教育 

※13 メンターシップ 指導者が、対話と助言により被育成者の自発的・自律的な成長

を促す方法 

※14 シビックテック 市民がテクノロジーを活用して行政サービスの問題や地域の課

題解決に取り組むこと 
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※15 UI ユーザーインターフェース。ユーザーとコンピュータとが情報

をやり取りする際に接する、機器やソフトウェアの操作画面や

操作方法のこと 

※16 UX ユーザーエクスペリエンス。サービスや製品などの利用を通し

て、ユーザーが得られる体験のこと 

※17 シビックテック

コミュニティ 

ITなどのテクノロジーを活用して行政や地域の課題解決に取り

組む団体 

※18 ワークインライ

フ 

「ワーク」と「ライフ」は片方が増えると片方が減る関係では

なく、全部が自分の中で起きていること（仕事も人生の一部で

ある）という意味の表現 

※19 サーロインの法

則 

広報などにおいて、予算や労力の配分を「作成に３、相手に届

けることに６、効果を検証することに１」の割合とすること 

※20 分散型エネルギ

ーシステム 

電力システムの上流からの電力供給に依拠するのではなく、比

較的下位の系統において、地域に存在する分散型エネルギー等

を活用しながらエネルギー供給を行うようなエネルギーシステ

ム 

※21 北陸の十字路構

想 

富山県は、日本海側の中心に位置し、東は新潟・長野、西は石

川・福井、北は能登、南は岐阜・名古屋、さらには世界をもつ

なぐ「北陸の十字路」であるという構想 

※22 レジリエンス 跳ね返り、弾力、回復力、復元力という意味を持つ言葉。スト

レスとともに物理学の分野で使われていた言葉だが、近年では

個人・組織ともに通用する「さまざまな環境・状況に対しても

適応し、生き延びる力」として使われる。心理学の分野だけで

なく、組織論や社会システム論、さらにはリスク対応能力、危

機管理能力としても広く注目される用語 

※23 カーボンフット

プリント 

商品・サービスのライフサイクルの各過程で排出された「温室

効果ガスの量」を追跡した結果、 得られた全体の量をCO2量に換

算して表示すること 

※24 スタートアップ

エコシステム 

企業や教育機関、公的機関などがネットワークを作り、知識や

資金を循環させて、スタートアップを生み出しながら発展して

いくシステム 

 

 


